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佐野市内高校生災害ネットワーク
『SVN』を発足

なぜ“ネットワーク”なのか



背景・動機

〇昨年度の課題研究

台風１９号には減災が足りない



しかし、台風後の復興が一年後も続いている

災害復興



地元の学生がボランティア作業等に携わりにくい
→地元の高校生としてすべきことがある
→ボランティアという点に重きを置いて研究を始めた



目的

地元の高校生が災害ボランティアに参加すること
で、被災後の佐野市全体の復興復旧を促進する



「SVN」発足までの道のりと調整等

1. 先行研究・事例

2. FW

3. 参与観察



研究の内容

1.先行研究・事例

日本福祉大学福祉経営学部 山本克彦教授

新見公立大学健康科学部健康保育学科 八尋茂樹教授

東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 阿部利江教授



佐野市でもボランティアの必要性があり、高
校生という立場による活動で精神面の安定や
防災意識の向上を図ることができる



2.FW

〇佐野市社会福祉協議会 2021/5/12

・高校生がボランティアに携わりにくいという現状ことを伝
え、改善の相談
・高校生ボランティア専用のネットワークの作成の方針



ボランティア団体 ボランティアネット
ワーク

被災地 被災地

社会福祉協議会

学生 学生

ボランティア団体

繋げることを
目的に活動



〇佐野市社会福祉協議会 2021/6/25

・佐野日本大学短期大学の佐藤佳子准教授と相談
→佐野市内高校生災害ネットワーク『SVN』を発足



〇佐野日本大学短期大学 2021/8/4

・佐野日本短期大学で社会福祉士・介護福祉
士フィールドの生徒さん達と共に大学で作成
した特性HUGの実施





〇佐野市役所 佐野市市民活動促進課 2021/9/24

・佐野市災害ボランティア活動推進条例が施行された
ため、活動について松本玲子課長と相談



〇佐野市社会福祉協議会 2021/10/27

・さのボラねっと、ここねっと、佐野市社会福祉協議会と
SVNの打ち合わせ
・協賛：さのボラねっと

後援：佐野市社会福祉協議会（ボランティアセンター）
佐野市市民活動促進課
ここねっと



参与観察3.参与観察

『SVN』登録希望者を学校内で募集 2021/12/16

・災害時のボランティア

・ボランティアに関する学習会などの企画・運営

・定例会

・広報

の活動のもと、参与観察を行っていった。



〇校内定例会 2021/12/16

・16人の登録者で定例会を行い、佐野市市
民活動促進課に台風19号時のボランティア
活動について説明していただく
・下野新聞、読売新聞、東京新聞に掲載



〇佐野市福祉協議会 2021/12/23
さのボラねっと、ここねっと、佐野市社会福祉協議
会、SVNで佐野市の災害復興や防災について会議

〇防災イベント 延期

〇第２回定例会 保険説明 2022/1/31
ボランティア保険について佐野市市民活動促進課の
方が登録者に説明



成果と課題

高校生の立場でも災害復興に尽力できる！

地元の機関と連携することが大切



普段の生活では体験し
ずらい“楽しむ防災”
をテーマに



・コロナ禍でどのように活動していくか

・現在は佐野高校のみの募集だが、どのように佐野
市内の高校生を巻き込んでいくか



地域と連携しながら防災の
輪を広げていきましょう！
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